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二 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 術後腸管癒着防止に関する研究は数多く報告されてい

るが，副腎皮質ホルモンおよび，抗凝固剤の併用による

腸管癒着防止法は，いまだ報告をみない．この二剤併用

により，腸管癒着の発生機転における，初期の滲出性変

化および線維形成過程での抗炎性，線維芽細胞抑制効二果

を期待し，術後腸管癒着防止効果について検討するとと

もに，二剤併用が全身および腸管吻合部に及ぼす影響

について実験的検討を試みた．副腎皮質ホルモンは，

Predonisoloneを，抗凝固剤はDextran Sulfat6を使用し

たポ

 実験方法

 （1）Predonisolone， Dextran Sulfate併用による術後

腸管癒着防止効果について

 1）  in vitro

 CH3マウスの1．細胞を用い，細胞培養により各種濃

度の，二剤併用の正細胞増殖抑制効果を検討した．

 2）  in vivo

 成熟家兎40頭を用い，回盲部20cmにわたり腸管癒

着を作成し，a）肉眼的所見， b）組織学的所見， c）

血清Fib・inogen値の動態， d）組織中Hydroxyproline

の動態について二君併用による腸管癒着防止効果に関す

る客観的，定量的比較を行なった．

 （皿）Predon三soloぬe， Dextran Sulfate併用による腸管

吻合部および全身に及ぼす影響について，雑種成犬60頭

を用い小腸中部に吻合部を作成し次の項目について対照

群との比較検討を行なった．

 1） 臨床検査所見の比較

 2） 病理組織学的所見の比較

 3）Microangiographyによる微細血管像の比較

 4）吻合部の空気もれ試験による耐圧性の比較

 5）吻合部の一層吻合，二層吻合の比

 実験結果

 （1）腸管癒着隣止効果

 1）PredonisoloneのL細胞増殖抑制の最小有効濃度

は25γ／mlであり，Dextran sulfateのそれは30γ／mlで

あった．

 2）Predonisolone， Dextran Sulfateの二剤併用は，単

独使用に比してL細胞増殖抑制効果が大であった．

 3） 肉眼的，組織学的所見では，Predonisolone， Dex－

tran Sulfate二三併用は，抗炎症効果，癒着防止効果と

もに，単独使用に比して大であった．

 4）Predonisolone， Dextran Sulfateの二剤併用は，

Fibr五nogen値で線溶能の低下を認めなかった．

 5）Predonisolone， Dextran Sulfate二剤併用の癒着

周辺部位のHydroxyproline量は他群に比して最小であ

り，肉眼的所見と一致し癒着程度の小範囲であることを

刀くしていた．

 （H）全身および吻合部に与える影響

 1） 臨床検査所見（血色素量，血清総蛋白量，血小板

数，出血時間，凝固時間）には差異がなかった．

 2）病理学的所見（組織連続性，炎症および循環障

害，肉芽形成）にも差異は認めなかった．

 3）微細血管像においても差異は認めなかった．
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 4） 空気もれ試験による吻合部耐圧性にも，差異を認

めなかった．

 5）吻合部の一層吻合，二層吻合との比較では，病理

組織的，微細血管像，耐圧性ともに一層吻合が優れてい

た．

 結論

 上記実験結果より，Predonisolone， Dextran Sulfateの

併用は，単独使用に比して癒着防止効果が強力であり，

全身的及び腸管吻合部の創傷治癒に対して悪影響を及ぼ

さない点より，効果的安全な術後腸管癒着防止法と確信

する．

                論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は術後腸管癒着防止に関し，副腎皮質ホルモンPredonisoloneおよび抗凝固剤Dextran

Sulfateを併用する方法について動物実験を行ない，この方法が腸管癒着を防止する上で，有効かつ

安全な方法であることを明らかにしたもので，学術上価値あるものと認める．
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